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D/A変換

● 標本化
– 一定間隔でデータを取得すること

● 量子化
– アナログデータを離散的なデータに変換すること

● 符号化
– 量子化したデータと2進数にすること



  

問題

サンプリング周波数 40kHz,量子化ビット数 16 ビット
で A/D変換したモノラル音声の1秒間のデータ量は,
何kバイトとなるか。ここで,1k バイトは 1,000 バイトと
する。
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答え:ウ

サンプリング周波数 40kHz,量子化ビット数 16 ビット
で A/D変換したモノラル音声の1秒間のデータ量は,
何kバイトとなるか。ここで,1k バイトは 1,000 バイトと
する。

16[ビット]×40×10^3 [回/秒]÷8[ビット/バイト]

=80×10^3 [バイト]=80[k バイト]



  

標本化定理

● デジタル変換したアナログ 信号を元に戻すために
は元の周波数の2倍のサンプリング周波数が必要
になる



  

問題

0 〜 20kHz の帯域幅のオーディオ信号をディジタル
信号に変換するのに必要な最大のサンプリング周期
を標本化定理によって求めると,何マイクロ秒か。
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答え:ウ

標本化定理より必要な最大の周波数は2×20=40KHz

よって求めるサンプリング周期は

1/(40×10^3)=0.000025[s]=25[μｓ]



  

制御システム

● センサ
– サーミスタ：温度を測定
– フォトダイオード：光を測定
– ジャイロセンサ：物体の角度や角速度を測定

● アクチュエータ
– 機械・機構を物理的に動かすための機構
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